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（令和６年度）具体的な取り組み
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国立高度専門医療研究センター（NC） 間の疾患横断領域における連携推進

【中長期目標の内容】

NC間の連携による新たなイノベーションの創出を目的とし、NC間の横断領域における研究開発等に取り組むものとする。
具体的には、ゲノム医療、大規模医療情報の活用等、NCがそれぞれの専門性を活かしつつ、相乗効果を発揮できる研究領域における研究
開発等に取り組むものとする。人材育成については、特に研究支援人材を育成するための体制を構築し、我が国の有為な人材の育成拠点
となるようモデル的な研修及び講習の実施に努めること。この他、NCの研究成果の発信やメディアセミナーの開催、知財の創出・管理の
強化や企業との連携強化に取り組むものとする。また、JH内で適正なガバナンス体制を構築し、定期的に活動状況の評価を行うこと。

１.組織
〇 2020年4月、６NCの内部組織として、国立高度専門医療研究センター医療研究連携推進本部（Japan Health Research Promotion

Bureau (JH)）を設置。
・人員： 6NC内部職員で構成。（2025.3月時点 併任38名）
・設置場所：国立国際医療研究センター（現 国立健康危機管理研究機構）内

２.ミッション
① NCが世界最高水準の研究開発･医療を目指して新たなイノベーションを創出するために、6NCの資源･情報を集約し､それぞれの専門性

 を生かしつつ有機的･機能的連携を行うことにより、わが国全体の臨床研究力の向上に資することを目的とする。

② 社会ニーズと疾患構造の変化に対応しつつ、6NCの基礎・臨床・社会医学トップランナー間での
有機的な連携を強化することにより、革新的な予防・診断･治療及び共生に関する医療技術の
開発・実装を促進する。これにより､健康寿命の延伸をはかり、人々があらゆるライフステージ
において幸福で活躍できる社会の実現に貢献する。

【国立高度専門医療研究センター医療研究連携推進本部（ＪＨ）の概要】
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３.JH事業の進め方
① ＪＨ本部長は、 ６ＮＣ理事長が協議して策定した「ＪＨ事業計画」に基づき、最大

限連携効果が得られるようＪＨ事業を遂行。ＪＨ事業を機動的に実施できる ように
するため、予算の配分・執行等の事業実施に係る権限および責任はＪＨ本部長に集約。

② ６ＮＣ理事長は、随時、ＪＨ事業に関する意見・要望等を、ＪＨ本部長に伝えること
はできるが、その意見・要望等の取扱いはJH本部長に一任。JH本部長は、6ＮＣ理事長
からの意見・要望等や、その後の対応を記録し、６ＮＣ理事長に報告。
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1. 電子化医療情報を活用した疾患横断的コホート研究情報基盤を整備し、中高年期（40歳～74歳）の各種飲料の摂取量と5年後のうつ病
との関連を見出し、栄養学専門誌「Clinical Nutrition」に発表した。

2. 6ナショナルセンターの所掌疾患に関する患者数について、本邦における悉皆的なレセプトデータであるNDBを用いて推定し、ニトロ
サミン混入が報告された糖尿病薬（シタグリプチン）使用とがん発生の関連を調べ、有意な関連を認めなかった。

3. 令和3年度に構築した6NC統合電子カルテデータベース（6NC-EHRs）を、昨年度の82万人から92万人のデータ抽出に拡充し、本デー
タを活用した医学研究8課題（2022年度採択5課題、2023年度採択2課題、2024年度採択1課題）を通して、研究推進支援を推進した。

4. 空間情報を保持した１細胞レベルの網羅的発現解析技術を、病理組織標本の解析に最適化して研究基盤とした6NCの共同研究体制を構
築し、新たにコアラボ事業として、広く6NCからVISIUM-HDの受託解析を開始した。

5. 研究支援人材の育成に取り組むため、6NCが連携し実務を通した人材育成を行う体制の支援を推進した。特に生物統計分野において
「JH若手生物統計家NC連携育成パイロット事業」を通して1名の若手が実務・責任試験統計家認定資格の取得に向けて実績を積んだ。

6. 「6NC共通教育プラットフォーム」にて、疾患領域横断的な人材育成のため、各NCの教育・研修コンテンツの配信支援を継続した。

1. 知財・法務に関する相談に対応し、併せて研究成果有体物(MTA) に関する理解を促進する映像資材を提供することで、6NC間の情報
共有と課題解決のための連携を推進した。

2. JHが支援する研究課題・概要等を英語版も含めJHホームページを充実、６NCリトリート2024にて約320人が現地参加する講演・ポ
スターセッションを開催、過去5年間の成果をJH業績集にまとめ、6NC内の研究者・医療者の交流やJHの情報発信を促進した。

① 新たなニーズに対応した研究開発機能を支援･強化

② 6NC連携で効果的な研究開発が期待される領域の取組を支援・強化

③ 6NC全体として研究成果の実臨床への展開を支援・強化

1. 横断的研究推進費課題14課題の進捗支援及び外部評価を実施し、研究開発を推進するとともに、R7年度開始課題を公募し、応募15
課題から4課題を採択した。

2. 令和5年度及び令和6年度から実施しているＮC連携若手グラント合計26課題の進捗管理及び中間評価を実施し、研究開発を推進し
た。令和7年度若手グラント研究助成の新規課題公募を行い、12課題を採択した。また、令和4年度および令和5年度から実施して
いる横断的事業課題3課題の進捗管理を行い、内3年目となった2課題について外部評価を実施し、継続の可否を検討した。

3. 全ゲノム解析等事業実施準備室において、臨床・患者還元支援、解析・DC運営、利活用支援、IT・情報基盤・セキュリティ、ELSI、
総務の６チームにより、R7年度の事業実施組織発足に向けた検討を継続した。

４.2024年度の取組：JH事業計画に沿って以下の取組を行った。

NC 間の疾患横断領域における連携推進

-２-
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2024年度の取組の具体的な成果（補足）

（ポイント）

● 6NC-EHRsは、患者基本情報・病名・検査（結果を含む）・処方情
報・入退院情報等が含まれた、医療ビッグデータベースであり、2024
年度は82万人→92万人、4億5232万レコード→4億9618万レコードへ
拡充を行った。

● 異なるベンダーの電子カルテから収集したデータの標準化を実施し、
その結果を各NCにフィードバックすることで、各NCの保有するデー
タの品質向上に貢献した。

● 公募採択課題に対し、研究成果が最大となるよう、データ利用の技術
的支援を行っている。

● 6NC-EHRsの認知度向上、利活用促進を目的とし、データそのもので
はない集計情報等によりデータベースの全体像を確認できるサイト
「6NC - EHRsショーケース」を構築した。

① 6NC電子カルテ統合データベースの構築を推進

〇 2024年度は、6NC統合電子カルテデータベース（6NC - EHRs）の
拡充を行った。

〇 各NCの病名コード、医薬品コード、検査コードの標準化を実施す
るとともに、集積されたデータのクリーニングを実施した。

〇 6NC-EHRsのデータを活用する研究の追加公募により新たに1つの
課題を採択し、合計8課題の研究支援を実施した。

6NC-EHRsショーケース 画面例

② 6NC連携人材育成として、疾患横断的な教育・研修コンテンツを
配信し、6NC連携事業で若手生物統計家を育成

〇 ６NC共通教育プラットフォームを構築し、疾患領域横断的な人材育成
のため、各NCの教育・研修コンテンツの配信支援した。

〇 6NC連携育成パイロット事業として、生物統計家育成に実績をもつNC
が、他の5ＮＣから希望のあった若手1名に対して、OJTを通じた育成
を行うことを支援した。

（ポイント）

● ６NC共通教育プラットフォームでは、6NCの有用な教育・研修コンテンツ
のオンデマンド配信を支援し、令和6年度までに171コンテンツをe-
learning動画として配信し、視聴者数は23,192であった。

● 6NCが連携した生物統計家人材育成として、2024年3月に実務試験統計家
資格（※）を取得した若手1名が、さらに上位資格となる実務・責任試験統
計家資格の取得に向け、生物統計家育成に実績をもつNCでのOJTを通じて
実績を積んだ。

配信中の171コンテンツの内訳

NCC
新倫理指針、
臨床基礎研究

NCGM

臨床研究の品質管理、薬剤耐性、
情報セキュリティ、業務効率化、
リピドミクスシリーズ、業務効率
化

NCVC
循環器疾患、
循環器病看護

NCCHD
小児医療、
データサイエンス研修

NCNP
うつ病、臨床モニタ
リング、QMS/RBA

NCGG
認知症シリーズ、老年病講座、
臨床モニタリング、基礎老化講座

6NC
動物実験の研究倫理（日・英）、知的財産セミナーシリーズ、
6NCバイオバンクネットワーク

※ 日本計量生物学会が認定する資格であり、臨床研究中各病院の
人員体制の要件において、具体例で取り上げられている資格

-３-
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2024年度の取組の具体的な成果（補足）

④ 6NCリトリート2024を開催し6NC若手研究者の人材育成を行い、
JHの業績集をまとめることでJHの取組を発信

〇「医療ビックデータ・医療DX」をメインテーマとして6NCリトリート
2024を開催し、若手研究者の中心としたポスターセッションにおいて、
6NCの研究者・医療者の交流を図り、優秀な演題については6NC理事
長賞及びJH本部長賞の表彰を行った。

〇 JHの発足から5年が経過したことを契機に、JHの活動と6NCの連携強
化によって生み出された成果を業績集としてまとめた。

（ポイント）

● 講演セッションではＮＣで活躍するリーダーの先生方が最新の知見を共
有し、ポスターセッション会場においては6NCから合計179演題のポス
ター発表を行い、6NCの研究・医療者など合計約320名が現地参加した。
2025年度はNCCにて開催予定。

● J Hの5年間の活動内容と、横断的研究推進費等で生み出された主要な論
文実績17編についてJH業績集としてまとめた。

フライヤー 優秀演題に対して表彰

業績集を作成ポスターセッションの様子

③ 6NC連携のNDB研究基盤による重点疾患の疫学・政策研究
の推進

〇 6NCの所掌疾患に関する患者数について、本邦における悉皆的なレセプ
トデータであるNDBを用いて推定し、HP上で公開

〇 ニトロサミン混入が報告された糖尿病薬（シタグリプチン）使用とが
ん発生の関連についてのNCCとNCGMによる共同研究

〇 NDB研究の普及・利用促進に資する情報発信ー講演、文献
レビュー、マスタ々作成のためのソフト開発など

（ポイント）

● 本研究班で培った経験と技術を基盤として、厚生労働省の委託事業、厚
労科研（指定・分担）の受託が行われている。

● データの申請、分析ともに複雑な手順・技術を要するNDBデータについ
て、 6NC研究班がハブとなり、研究班内外のNDB研究支援も行っている。

NCGMでの講演会（参加者 74名）＋各NCに動画配布

2018-20
定義3： 1年間に1回以上、病名 かつ （抗がん剤 または 手術 または放射線治療 または
緩和ケア） がある場合

5

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/file-

download?statInfId=000032202059&fileKind=0

NDBからの有病者数を推定する結果は、院内がん登録からの推定治療患者数 （下図緑） と近い結果になっています。 
有病者数と罹患数（下図黄）では測定しているものが異なりますが、 有病期間、特に治療を受けている期間が長いと罹患
数に比べて有病者数が長くなります。ここでは乳がんの治療期間が長いことが示唆されます。

参考：2019年度のがんの罹患数（全国がん登録）と推定治療患者数（院内がん登録）
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各疾患の有病者数を研究班HP上で公開 ニトロサミン混入糖尿病薬の使用と発癌の関連についての
成果を論文発表

マスター作成のためのソフト「マスターズ」の
開発・公開

-４-
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2024年度の取組の具体的な成果（補足）

⑤ 法務専門家の支援を得て相談・支援を提供するとともに
知財・法務に関わる理解を促進する資材を提供

（ポイント）

● 国際競争力に卓越した研究成果を創出し、国民に還元するためには、

研究機関や民間企業との連携を促進することが必要。

● そのためには、共同研究契約、特許出願、著作権、得られた知的財産

の帰属など、知財・法務に関する知識の獲得や専門部門における支援

が肝要。

● 知財・法務相談への対応や動画コンテンツのICR-webへの配信等を通

じ、知財・法務に関する知識・情報のブラッシュアップを行っている。

〇６NCの知財・法務支援に関する情報共有と共通する課題を解決 する

ため、定期的にカウンターパート会議を開催した。

〇カウンターパート会議での意見交換を含む 10件の知財・法務相談に

対応した．

〇６NCで連携し、研究成果有体物に関する映像資材を作成した。

〇 国が推進する「全ゲノム解析等実行計画2022」を踏まえ、R５年３

月に全ゲノム解析等事業実施準備室がJH内に設置された。

○ 準備室において、臨床・患者還元支援、解析・DC運営、利活用支援、

IT・情報基盤・セキュリティ、ELSI、総務の６チームにより、R7年

度の事業実施組織発足に向けた検討を継続した。

⑥ 全ゲノム解析等事業実施準備室において、R7年度での事業実施
組織設立に向けた準備を推進

（ポイント）

● 事業実施組織発足に向けて組織の体制構築や必要な人材確保の実務的
な準備を進めた。

● 全ゲノム解析の臨床実装に向けた臨床試験等の準備、コンソーシアム
による実データ利活用の準備、データ・検体の移行の準備、システム
開発計画・システム仕様の策定、ELSI上の課題対応等を進めた。

第21回全ゲノム解析等の推進に関する専門委員会（R6年12月23日）資料より

-５-



Copyright © 2021 Japan Health Research Promotion Bureau (JH)

主な評価指標等の推移（補足）
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JH研究費を獲得した研究者が、その後代表として新規獲得した競争的研究費
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